
(57)【要約】

【課題】目標軌道の近傍において抵抗力を小さくするこ

とで違和感を生じにくくし、かつ、目標軌道の位置を患

者が認識できる抵抗力発生方法を提供する。

【解決手段】肢体の運動に対する抵抗力Ｆｒを発生する

訓練装置における抵抗力発生方法において、目標軌道か

らの位置偏差に基づきポテンシャル高さが予め設定され

ているポテンシャル関数Ｆｐにおいて、ポテンシャル高

さの最大値と比較して十分小さい高さの突起状のポテン

シャルを前記目標軌道Ｘｔ（ｔ）の近傍に設けることを

特徴とする訓練装置における抵抗力発生方法。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 に よ る 肢 体 ８ ０ １ の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を 実 施 す る 肢 体 を 支
持 ・ 駆 動 す る 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ 、 運 動 を 行 う 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定 す る コ ン ピ ュ ー
タ ８ ０ ３ 、 前 記 目 標 軌 道 を 画 面 に 表 示 す る 表 示 手 段 ８ ０ ４ 、 前 記 肢 体 の 動 作 を 検 出 す る 検
出 手 段 ８ ０ ５ 、 お よ び 前 記 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た 検 出 信 号 Ｓ ｄ を 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 ８
０ ６ と を 備 え 、 前 記 信 号 処 理 手 段 か ら の 出 力 信 号 Ｓ ｏ と 、 予 め 設 定 し た 位 置 に 応 じ た 抵 抗
力 の 関 数 で あ る ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ と に 基 づ き 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ に お い て 肢 体
の 運 動 に 対 す る 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 す る 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 に お い て 、
前 記 目 標 軌 道 か ら の 位 置 偏 差 に 基 づ き 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ が 予 め 設 定 さ れ て い る 前 記 ポ
テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ の 最 大 値 と 比 較 し て 十 分 小 さ い 高 さ
の 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル を 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る 訓 練
装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 で 設 定 す る 前 記 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル に お い て 、
前 記 突 起 の 向 き を 下 向 き ま た は 上 向 き に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 訓 練 装
置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 設 定 す る ポ
テ ン シ ャ ル 高 さ を 零 近 傍 に な る よ う に し 、 か つ 、 直 線 ま た は 曲 線 に て 設 定 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） と の 位 置 だ け で な く 姿 勢 の 偏 差 に 対 す る 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ
ｐ を 定 義 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 訓 練 装 置 に お け る
抵 抗 力 発 生 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 全 身 機 能 低 下 を 矯 正 し 筋 ・ 骨 格 系 統 の 機 能 を 改 善 し 健 康 状 態 を 維 持 ・ 改 善 す る
目 的 で リ ラ ク セ ー シ ョ ン や 関 節 可 動 域 訓 練 や 筋 力 増 強 訓 練 や 持 続 力 増 強 訓 練 や 協 調 性 訓 練
や 神 経 筋 再 教 育 の う ち 、 特 に 運 動 機 能 回 復 を 支 援 す る た め の 訓 練 を 行 う 医 学 的 リ ハ ビ リ テ
ー シ ョ ン 用 の 訓 練 装 置 、 あ る い は 整 形 外 科 に お け る 関 節 軟 組 織 修 復 と 関 節 可 動 域 維 持 ・ 拡
大 を 目 的 と す る 関 節 他 動 運 動 を 実 施 す る た め の 肢 体 駆 動 装 置 、 あ る い は 体 力 向 上 な ど 健 康
増 進 の た め の 訓 練 を 目 的 と す る 肢 体 駆 動 装 置 の 抵 抗 力 発 生 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 特 に 運 動 機 能 回 復 を 支 援 す る た め の 訓 練 を 行 う 医 学 的 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 の 訓 練
装 置 に お い て 特 に 訓 練 者 に よ る 肢 体 の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を 実 施
す る こ と を 目 的 と し た 装 置 が あ り 、 訓 練 に 適 し た 抵 抗 力 を 発 生 す る 手 段 を 備 え て い る 。
図 ８ に 従 来 装 置 の 構 成 例 を 示 す 。 こ の 従 来 例 は 上 肢 の 訓 練 を 対 象 に 構 成 さ れ て い る 。 患 者
に よ る 肢 体 ８ ０ １ の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を 実 施 す る こ と を 目 的 と
し 、 肢 体 を 支 持 ・ 駆 動 す る 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ 、 運 動 目 標 と す る 位 置 ・ 姿 勢 の 時 間 関 数 で
あ る 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定 す る コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ ３ 、 前 記 目 標 軌 道 を 画 面 に 表 示 す る
表 示 手 段 ８ ０ ４ 、 前 記 肢 体 の 動 作 を 検 出 す る 検 出 手 段 ８ ０ ５ 、 お よ び 前 記 検 出 手 段 で 検 出
さ れ た 検 出 信 号 Ｓ ｄ を 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 ８ ０ ６ と を 備 え 、 前 記 信 号 処 理 手 段 か ら の 出
力 信 号 Ｓ ｏ と 、 予 め 設 定 し た ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ （ バ ネ や ダ ン パ ー 等 の 抵 抗 成 分 で 表 さ
れ た 関 数 で 、 位 置 に 応 じ た 抵 抗 力 の 関 数 ） と に 基 づ き 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ に お い て
肢 体 の 運 動 に 対 す る 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 す る 訓 練 装 置 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ま た 、 図 ９ に 従 来 例 の 制 御 フ ロ ー を 示 す 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ ３ に て ま ず 前 記 目 標 軌 道
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Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定 し （ Ｓ １ ） 、 訓 練 を 開 始 す る （ Ｓ ２ ） 。 患 者 に よ る 上 肢 動 作 を 実 行 し （
Ｓ ３ ） 、 そ の と き の 上 肢 の 位 置 ・ 姿 勢 を 前 記 検 出 手 段 ８ ０ ５ 、 お よ び 前 記 信 号 処 理 手 段 ８
０ ６ と で 検 出 す る （ Ｓ ４ ） 。 そ の 結 果 を 、 前 記 表 示 手 段 ８ ０ ４ に よ り 表 示 す る 。 同 時 に 処
理 Ｓ ４ に よ る 前 記 出 力 信 号 Ｓ ｏ は 、 上 肢 の 動 作 軌 道 と し て 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ と 照
合 さ れ （ Ｓ ７ ） 、 目 標 軌 道 か ら 上 肢 が 外 れ よ う と し て い る 場 合 に は （ Ｓ ６ ） 、 前 記 肢 体 支
持 手 段 ８ ０ ２ に お い て 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 し 上 肢 に 与 え る （ Ｓ ８ ） 。 以 上 の 処 理 を 終 了
ま で 繰 り 返 す 。
こ れ に よ れ ば 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） か ら 上 肢 が 外 れ た 場 合 に は こ れ に 抗 す る 前 記 抵 抗
力 Ｆ ｒ を 発 生 す る の で 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） に 沿 っ た 運 動 を 上 肢 が 実 施 す る こ と が で
き る 。
な お 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 設 定 方 法 と し て は 、 図 １ ０ ～ １ ２ に 示 し た 方 法 が あ る
。 い ず れ も 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 各 点 に お い て 定 義 さ れ 、 そ の 時 点 で の 目 標 軌 道 の 位
置 Ｘ ｔ に お い て 最 も ポ テ ン シ ャ ル が 低 く （ 零 ） な る よ う に 設 定 さ れ 、 肢 体 の 現 在 位 置 Ｘ ｅ
と の 位 置 偏 差 Δ Ｘ （ ＝ Ｘ ｔ － Ｘ ｅ ） に 応 じ て ポ テ ン シ ャ ル が 高 く な る よ う に 、 位 置 偏 差 が
零 の 点 を 中 心 に 単 調 減 少 関 数 と 単 調 増 加 関 数 に よ り 設 定 さ れ て い る 。 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ は Ｆ
ｒ ＝ Ｆ ｐ （ Δ Ｘ ） と し て 計 算 さ れ る 。 図 １ ０ は ２ 本 の 直 線 の み で 構 成 し Ｖ 字 型 に し た 例 、
図 １ １ は 滑 ら か な 曲 線 で 構 成 し Ｕ 字 型 に し た 例 、 図 １ １ は ３ 本 の 直 線 で 構 成 し Ｕ 字 型 に し
た 例 で あ る 。 各 関 数 の 形 に 応 じ た 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ に よ り 、 図 に 示 す よ う な 器 の 中 に あ る ボ
ー ル の よ う に 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） に 引 き 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ８ ８ ０ ４ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ が 、 上 記 従 来 技 術 の う ち 、 図 １ ０ に 示 す 形 の ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ で は 、 前 記 目 標
軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 外 れ る と 図 １ １ ， １ ２ に 対 し 位 置 偏 差 Δ Ｘ に 対 し て 比 較 的 大 き な 前 記 抵
抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 す る た め 、 ほ ぼ 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） に 沿 っ た 運 動 を 上 肢 が 実 施 す る こ
と が で き る が 、 運 動 す る 軌 道 を 強 制 す る こ と に な る た め 、 患 者 に 違 和 感 が 発 生 す る 問 題 が
あ る 。 ま た 、 図 １ １ ， １ ２ に 示 す 形 の ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ で は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ
） 近 傍 で は 図 １ ０ に 対 し 位 置 偏 差 Δ Ｘ に 対 し て 比 較 的 小 さ な 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 し 、 前
記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 大 き く 外 れ る 場 合 の み 大 き な 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ が 発 生 す る た め 、 運
動 を 強 制 さ れ る 違 和 感 は 発 生 し な い 利 点 は あ る が 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 が 認 識
し に く い 問 題 が あ る 。 い ず れ の 場 合 に し て も 、 患 者 の 随 意 性 を 高 め る 目 的 に 対 し て 問 題 が
生 じ て し ま う 。
本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 抵 抗 力 を 小 さ く す る こ と で 違 和 感 を 生 じ に く く し
、 か つ 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 を 患 者 が 認 識 で き 患 者 の 随 意 性 を 高 め た 訓 練 装 置
に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 問 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 患 者 に よ る 肢 体 ８ ０ １ の 随 意 的 運 動 を
介 助 す る い わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を 実 施 す る 肢 体 を 支 持 ・ 駆 動 す る 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ 、 運
動 を 行 う 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定 す る コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ ３ 、 前 記 目 標 軌 道 を 画 面 に 表 示
す る 表 示 手 段 ８ ０ ４ 、 前 記 肢 体 の 動 作 を 検 出 す る 検 出 手 段 ８ ０ ５ 、 お よ び 前 記 検 出 手 段 で
検 出 さ れ た 検 出 信 号 Ｓ ｄ を 処 理 す る 信 号 処 理 手 段 ８ ０ ６ と を 備 え 、 前 記 信 号 処 理 手 段 か ら
の 出 力 信 号 Ｓ ｏ と 、 予 め 設 定 し た 位 置 に 応 じ た 抵 抗 力 の 関 数 で あ る ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ
と に 基 づ き 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ に お い て 肢 体 の 運 動 に 対 す る 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 す る
訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 に お い て 、
前 記 目 標 軌 道 か ら の 位 置 偏 差 に 基 づ き 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ が 予 め 設 定 さ れ て い る 前 記 ポ
テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 高 さ の 最 大 値 と 比 較 し て 十 分 小 さ い 高 さ
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の 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル を 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に 設 け る こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 、 前 記 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ
ル に よ る 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 を 認 識 し な が ら 運 動 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 で 設 定 す る 前 記 突 起 状 の ポ
テ ン シ ャ ル に お い て 、 前 記 突 起 の 向 き を 下 向 き ま た は 上 向 き に 設 定 す る 抵 抗 力 発 生 方 法 と
す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 、 前 記 突 起 状 の ポ
テ ン シ ャ ル に よ る 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 を 認 識 す る 場 合
、 前 記 突 起 状 の ポ テ ン シ ャ ル の 向 き を 上 向 き ま た は 下 向 き に す る こ と で 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ
ｔ （ ｔ ） の 認 識 方 法 を 場 合 に よ り 切 り 替 え る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に お い て 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （
ｔ ） の 近 傍 に お い て 設 定 す る ポ テ ン シ ャ ル 高 さ を 零 近 傍 に な る よ う に し 、 か つ 、 直 線 ま た
は 曲 線 に て 設 定 す る 抵 抗 力 発 生 方 法 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （
ｔ ） の 近 傍 に お い て 、 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 低 く す る こ と が で き 、 違 和 感 な く 運 動 を 実 施 す る
こ と が で き る 。
ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） と の 位 置 だ け で な く 姿 勢 の 偏 差 に
対 す る 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ を 定 義 す る 抵 抗 力 発 生 方 法 と す る も の で あ る 。 こ れ に よ
り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） と の 位 置 だ け で な く 姿 勢 の 偏 差 に 対 し て 、 こ れ を 外 れ る 場 合
に は 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 与 え な が ら 運 動 を 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 訓 練 装 置 の 制 御 フ ロ
ー を 示 し た も の で あ る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ ８ ０ ３ に て ま ず 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） を 設 定
し （ Ｐ １ ） 、 訓 練 を 開 始 す る （ Ｐ ２ ） 。 患 者 に よ る 肢 体 の 動 作 を 実 行 し （ Ｐ ３ ） 、 そ の と
き の 肢 体 の 位 置 ・ 姿 勢 を 前 記 検 出 手 段 ８ ０ ５ 、 お よ び 前 記 信 号 処 理 手 段 ８ ０ ６ と で 検 出 す
る （ Ｐ ４ ） 。 そ の 結 果 を 、 前 記 表 示 手 段 ８ ０ ４ に よ り 表 示 す る 。 同 時 に 処 理 Ｐ ４ に よ る 前
記 出 力 信 号 Ｓ ｏ は 、 肢 体 の 動 作 軌 道 と し て 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ と 照 合 さ れ （ Ｐ ７ ）
、 目 標 軌 道 か ら 肢 体 が 外 れ よ う と し て い る 場 合 に は （ Ｐ ６ ） 、 前 記 肢 体 支 持 手 段 ８ ０ ２ に
お い て 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 発 生 し 肢 体 に 与 え る （ Ｐ ８ ） 。 以 上 の 処 理 を 終 了 ま で 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 で は 、 こ の う ち の 、 処 理 Ｐ ７ に お け る 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 設 定 方 法 に 関 す
る も の で あ る 。 以 下 、 設 定 方 法 を 説 明 す る 。 図 ２ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 実 施 例
を 示 し た も の で あ る 。 図 １ １ の 例 と は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） 近 傍 の み が 異 な り 、 上 向
き の 突 起 Ａ を 構 成 し て い る 。 前 記 突 起 Ａ は 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） 近 傍 に の み 存 在 す る も
の で 、 そ の 高 さ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 最 大 値 に 比 較 し て 十 分 低 い 値 と す る 。 す
な わ ち 、 前 記 突 起 Ａ に よ る わ ず か な 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ に よ り 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位
置 の 認 識 は 可 能 で あ る が 、 運 動 を 抗 す る ま で に は 至 ら な い 程 度 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ３ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 第 ２ の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 図 ２ と は 異 な り
、 下 向 き の 突 起 Ｂ を 構 成 し て い る 。 ま た 、 図 １ １ と 比 べ 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ 全 体 に
バ イ ア ス を か け 、 ポ テ ン シ ャ ル を 一 定 値 だ け 高 く し て お り 、 か つ 、 下 向 き の 突 起 Ｂ の 先 端
が ポ テ ン シ ャ ル 零 と な る よ う に 構 成 し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 下 向 き の 突 起 Ｂ の 先 端 、 す
な わ ち 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） 近 傍 に お い て 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 滑 ら か さ が 急
激 に 変 化 す る こ と で 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 を 認 識 で き る 。 ま た 、 運 動 を 抗 す る
ま で の 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ も 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ４ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 第 ３ の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 図 ２ の 場 合 と の
違 い は 、 直 線 に よ り 関 数 の 形 を 構 成 し た 点 で あ る 。 上 向 き の 突 起 Ｃ の 部 分 を 除 き 前 記 目 標
軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 発 生 す る 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 零 と す る こ と が で き る 。
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図 ５ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 第 ４ の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 図 ３ の 場 合 と の
違 い は 、 直 線 に よ り 関 数 の 形 を 構 成 し た 点 で あ る 。 下 向 き の 突 起 Ｄ の 部 分 を 除 き 前 記 目 標
軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 発 生 す る 前 記 抵 抗 力 Ｆ ｒ を 一 定 値 と す る こ と が で き る 。
図 ６ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 第 ５ の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 図 ４ の 場 合 と の
違 い は 、 上 向 き の 突 起 Ｅ の 部 分 を 除 く 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 前 記 ポ テ ン
シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に 緩 や か な 傾 斜 を つ け た 点 で あ る 。
図 ７ は 、 前 記 ポ テ ン シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ の 第 ６ の 実 施 例 を 示 し た も の で あ る 。 図 ５ の 場 合 と の
違 い は 、 下 向 き の 突 起 Ｆ の 部 分 を 除 き 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 近 傍 に お い て 前 記 ポ テ ン
シ ャ ル 関 数 Ｆ ｐ に 緩 や か な 傾 斜 を つ け た 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ る と 、 特 に 運 動 機 能 回 復 を 支 援 す る た め の 訓 練 を 行 う 医 学 的 リ
ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 の 訓 練 装 置 に お い て 特 に 訓 練 者 に よ る 肢 体 の 随 意 的 運 動 を 介 助 す る い
わ ゆ る 自 動 介 助 運 動 を 実 施 す る こ と を 目 的 と し た 装 置 が あ り 、 訓 練 に 適 し た 抵 抗 力 に 関 す
る 問 題 を 解 決 で き る 。 す な わ ち 、 運 動 す る 軌 道 を 強 制 す る こ と に な る た め 患 者 に 発 生 す る
違 和 感 、 ま た は 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ） の 位 置 が 認 識 し に く い 問 題 が あ り 、 い ず れ の 場
合 も 、 患 者 の 随 意 性 を 高 め る 目 的 に 対 し て 生 じ る 問 題 に 対 し て 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ ｔ （ ｔ ）
の 近 傍 に お い て 抵 抗 力 を 小 さ く す る こ と で 違 和 感 を 生 じ に く く し 、 か つ 、 前 記 目 標 軌 道 Ｘ
ｔ （ ｔ ） の 位 置 が 認 識 す る こ と が 可 能 な 訓 練 装 置 に お け る 抵 抗 力 発 生 方 法 を 提 供 で き る と
い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の 制 御 フ ロ ー を 示 す 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ６ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 第 ５ の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ７ 】 本 発 明 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 第 ６ の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 ８ 】 従 来 の 訓 練 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図
【 図 ９ 】 従 来 の 訓 練 装 置 の 制 御 フ ロ ー を 示 す 図
【 図 １ ０ 】 従 来 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 １ １ 】 従 来 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 実 施 例 を 示 す 図
【 図 １ ２ 】 従 来 の 訓 練 装 置 の ポ テ ン シ ャ ル の 実 施 例 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
Ｐ １ 　 目 標 軌 道 の 設 定
Ｐ ２ 　 訓 練 開 始
Ｐ ３ 　 患 者 に よ る 肢 体 動 作
Ｐ ４ 　 肢 体 の 位 置 ・ 姿 勢 情 報 の 検 出
Ｐ ５ 　 目 標 軌 道 と 現 在 の 肢 体 の 位 置 ・ 姿 勢 の 表 示
Ｐ ６ 　 目 標 軌 道 か ら 外 れ よ う と し て い る か 否 か の 判 定
Ｐ ７ 　 設 定 し た ポ テ ン シ ャ ル
Ｐ ８ 　 肢 体 支 持 手 段 に よ り 抵 抗 を 発 生 し 患 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク
Ｐ ９ 　 訓 練 終 了 か 否 か の 判 定
８ ０ １ 　 　 肢 体
８ ０ ２ 　 　 肢 体 支 持 手 段
８ ０ ３ 　 　 コ ン ピ ュ ー タ
８ ０ ４ 　 　 表 示 手 段
８ ０ ５ 　 　 検 出 手 段
８ ０ ６ 　 　 信 号 検 出 手 段
Ｓ １ 　 目 標 軌 道 の 設 定
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Ｓ ２ 　 訓 練 開 始
Ｓ ３ 　 患 者 に よ る 上 肢 動 作
Ｓ ４ 　 上 肢 の 位 置 ・ 姿 勢 情 報 の 検 出
Ｓ ５ 　 目 標 軌 道 と 現 在 の 上 肢 の 位 置 ・ 姿 勢 の 表 示
Ｓ ６ 　 目 標 軌 道 か ら 外 れ よ う と し て い る か 否 か の 判 定
Ｓ ７ 　 設 定 し た ポ テ ン シ ャ ル
Ｓ ８ 　 肢 体 支 持 手 段 に よ り 抵 抗 を 発 生 し 患 者 に フ ィ ー ド バ ッ ク
Ｓ ９ 　 訓 練 終 了 か 否 か の 判 定

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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